
愛知県議  しもおく奈歩

愛知県はアジア・アジパラ競技大会基金に毎年１００億円、
総額７６２億円積み立てるほど財政力があります。この財
政力を今度は、県民のくらしを支えるために生かしましょう。

これらは補正予算の財源の一部として、県民のくら
しを支える施策に使えます。これを最大限生かせ
ば一万円給付が実現できます。

※今年度に繰り越すために必要な経費を除いたもの

県営住宅の火事の焼け跡
放置しないで。

高学費でバイト漬けミルクやオムツ代が高い
子どもを授かることが贅沢に感じる

育休手当を100％にして

国保料介護保険料が上がった

物価高で給料が下がって生活できない。このままだと死んでしまう

働いても働いても貯金が増えない

医療費が上がって診療をためらう年金だけで暮らせない
食べ盛りの子に我慢させて申し訳ない。
旅行も連れて行ってあげたいのに税金が高すぎる
野菜、肉が高く日用品も値上げで生理用品が買えない

しもおく奈歩が

消費税一律5％を目指す日本共産党



令和５年 令和７年

「移動の権利」を保障し、
地域交通に財政的支援を

愛知県議会議員

トヨタの施設にアクセスするための道路づくりに

　　　           　　   この一部を回せば県内約５７万人の

交通空白エリアの移動を便利にできます。
。

県民の 2 万人以上の署名も力
に

少なすぎ！


